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学びの秋　
　文化の秋

上
か
ら
、
大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会
、
大
阪
市

東
部
・
北
部
地
区
講
習
会
、
堺
・
高
石
・
和
泉

地
区
文
化
企
画
（
岸
和
田
だ
ん
じ
り
会
館
）

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
、
講

習
会
「
全
身
麻
酔
手
術
、
抗

が
ん
剤
治
療
と
口
腔
の
関
係

～
周
術
期
口
腔
機
能
管
理
算

定
に
向
け
て
」
を
９
月
30

日
、
保
険
医
会
館
で
開
い

た
。
22
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
市
立
池
田
市
民
病
院
歯

科
口
腔
外
科
の
大
西
徹
郎
氏

が
務
め
た
。

　

大
西
氏
は
、
池
田
市
民
病

ト
ロ
ー
ル
、
口
腔
乾
燥
対
策

が
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
と

病
院
側
の
損
失
軽
減
の
た
め

有
効
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

大
阪
市
東
部
・
北
部
両
地

区
は
、池
崎
晴
美
氏（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
を
講
師
に

「
心
を
ギ
ュ
ッ
と
つ
か
む
話

し
方
」
を
７
日
、
マ
イ
ド
ー

ム
お
お
さ
か（
中
央
区
）で
開

い
た
。
参
加
し
た
36
人
は
、

実
践
セ
ミ
ナ
ー
で
相
手
に
伝

わ
る
話
し
方
を
習
っ
た
。

　

池
崎
氏
は
、
話
し
上
手

50
：
50
の
法
則
（
運
動
系
と

感
覚
系
）
を
説
明
、
こ
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
る
と
話

し
た
。
運
動
系
に
は
発
声
・

抑
揚
・
滑
舌
・
ボ
デ
ィ
ー
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
・
笑
顔
・
目
線
が

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

８
日
、「
岸
和
田
再
発
見
ウ

体
感
し
た
。
散
策
後
、
寺
田

財
閥
屋
敷
跡
に
建
つ
回
遊
式

日
本
庭
園
五
風
荘
で
懇
親
会

を
開
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
来
年
は

ォ
ー
ク
」
を
開
き
、
10
人
が

参
加
し
た
。
岸
和
田
だ
ん
じ

り
祭
の
余
韻
が
残
る
秋
晴
れ

の
な
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

本
物
の
祭
り
を
見
に
来
て
み

た
い
」「
日
常
を
感
じ
さ
せ

な
い
庭
園
は
本
当
に
立
派
、

ま
た
来
た
い
」
な
ど
感
想
が

出
さ
れ
た
。

イ
ド
の
案
内
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ロ
ケ
地
や

紀
州
街
道
の
町
並
み
、
岸
和

田
城
な
ど
を
散
策
し
た
。

　

岸
和
田
だ
ん
じ
り
会
館
で

は
本
物
の
地
車
展
示
や
３
Ｄ

映
像
な
ど
で
祭
り
の
迫
力
を

あ
り
、
感
覚
系
に
は
言
葉
の

選
び
方
が
あ
る
と
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
発
声
と
ボ

デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
練
習

を
行
っ
た
。
多
く
の
参
加
者

は
日
本
語
の
発
声
練
習
の
経

験
が
無
く
、「
あ
」は「
は
」と

聞
こ
え
る
人
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
の
練
習
で
表
情
が
豊
か
に

な
り
、
声
の
ト
ー
ン
が
上
が

り
、
伝
わ
り
方
が
70
％
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
も
教
わ
っ
た
。

　

感
覚
系
の
言
葉
の
選
び
方

　

協
会
は
第
18
回
理
事
会
を

６
日
に
開
き
、
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
制
度
改
悪
を
阻

止
す
る
た
め
総
選
挙
で
審
判

を
下
す
こ
と
、
そ
の
た
め
の

学
習
や
政
策
宣
伝
を
い
っ
そ

う
強
め
る
な
ど
当
面
の
運
動

対
策
を
決
め
た
。

　

国
政
進
出
を
う
か
が
う
維

新
の
会
に
つ
い
て
は
、
大
阪

府
・
大
阪
市
で
橋
下
徹
氏
が

何
を
し
て
き
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
、
国
民
の
願
い
の
受

け
皿
に
な
り
得
る
の
か
を
考

え
る
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

主
催
の
学
習
会
を
20
日
に
開

く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
橋

下
市
長
が
知
事
時
代
に
進
め

て
き
た
三
次
救
急
施
設
に
対

す
る
府
の
補
助
金
削
減
等
を

中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
府

議
会
宛
の
請
願
署
名
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
め
、
全
会
員

に
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と

に
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」（
医
科
・

歯
科
協
会
な
ど
39
団
体
で
構

成
）
が
11
月
４
日
に
開
く
市

民
講
座
「
口
は
命
の
入
り

口
、
心
の
出
口
」
に
は
大
阪

府
、
大
阪
市
の
後
援
を
始
め

新
聞
社
５
社
、
放
送
局
３
社

か
ら
後
援
名
義
使
用
が
承
認

さ
れ
た
。
宣
伝
を
強
め
、
成

功
を
目
指
す
。

　

同
連
絡
会
は
10
月
17
日
の

午
前
中
に
国
会
要
請
を
行

い
、
同
日
午
後
に
東
京
で
開

か
れ
る
「
い
の
ち
・
生
活
・

安
全
を
ま
も
る
国
民
集
会
」

に
も
参
加
す
る
。

　

恒
例
に
な
っ
た
大
阪
市
交

渉
を
11
月
16
日
に
、
大
阪
府

交
渉
を
12
月
に
行
い
、
歯
科

保
健
の
向
上
や
医
療
・
福
祉

の
改
善
を
目
指
す
。

　

反
原
発
の
取
り
組
み
で

は
、
10
月
７
日
の
「
原
発
ゼ

ロ
の
会
・
大
阪
」
の
創
立
１

周
年
の
つ
ど
い
に
参
加
す
る

こ
と
、
同
会
の
会
員
を
増
や

す
こ
と
、
福
島
県
保
険
医
協

会
が
全
国
紙
と
地
方
紙
に
出

す
原
発
ゼ
ロ
へ
政
府
の
決
断

を
求
め
る
意
見
広
告
に
協
力

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

院
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
口

腔
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

た
こ
と
を
紹
介
。
入
院
、
外

来
患
者
の
口
腔
管
理
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
外
科
手
術

時
の
熱
発
件
数
や
在
院
日
数

が
減
少
し
た
こ
と
を
デ
ー
タ

で
示
し
な
が
ら
、
そ
の
結

果
、
投
薬
な
ど
の
使
用
頻
度

の
削
減
な
ど
に
よ
っ
て
病
院

に
と
っ
て
ト
ー
タ
ル
の
支
出

　

ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し

て
は
、
歯
科
の
な
い
病
院
に

お
い
て
、
近
隣
歯
科
医
と
連

携
し
て
い
く
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
有
効
な
患
者
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る

こ
と
を
挙
げ
た
。

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
脳
が
瞬

時
に
判
断
す
る
基
準
は
そ
の

頻
度
で
あ
る
と
。
１
日
で
用

い
る
単
語
は
１
万
語
か
ら
３

万
語
と
い
わ
れ
て
お
り
、
プ

ラ
ス
ワ
ー
ド
を
よ
く
用
い
る

こ
と
が
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
に

つ
な
が
る
こ
と
も
分
か
っ

た
。

　

自
己
紹
介
や
ボ
デ
ィ
ー
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
な
ど
、
全
員
参
加

型
の
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い

研
修
だ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
マ
イ

ナ
ス
言
葉
を
使
わ
な
い
よ

う
、
医
院
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

�

（
東
成
区
・
中
島
勇
人
）

が
削
減
で
き
る
と
述
べ
た
。

　

同
氏
は
、
周
術
期
と
は
手

術
前
後
の
一
定
の
期
間
を
さ

す
と
し
た
う
え
で
、
手
術
直

前
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
口
腔
清
掃
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
１
週
間
は
細
菌
数
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る

と
し
た
。
一
方
で
、
術
後
は

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
関
係
も
あ
り
絶
食

（
輸
液
）、
挿
管
な
ど
に
よ

り
口
腔
内
の
環
境
が
悪
化
す

る
の
で
、
長
期
入
院
が
考
え

ら
れ
る
ガ
ン
患
者
に
お
い
て

は
、
術
後
の
プ
ラ
ー
ク
コ
ン

第18回
理事会

大
阪
市
南
部
地
区

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

学
習
や
宣
伝
強
化
を
確
認

周
術
期
口
腔
管
理
で
講
習

話
し
方
で
実
践
セ
ミ
ナ
ー

城
下
町
・
岸
和
田
を
散
策

総
選
挙
で
医
療
改
悪
阻
止
へ

わが街 わが地区

に
34
万
人
以
上
が
避
難
生

活
を
続
け
、
福
島
の
人
た

ち
の
多
く
は
帰
省
の
目
途

も
な
い
。
被
災
者
に
苦
難

を
強
い
る
政
治
の
責
任
は

重
大
で
あ
る
。

　

生
活
再
建
な
く
し
て
、

被
災
地
の
復
興
も
日
本
経

済
の
再
生
も
な
い
。
復
興

予
算
は
被
災
者
の
生
活
再

建
を
最
優
先
に
活
用
す
る

べ
き
だ
。
協
会
は
、
被
災

者
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
、
公
的
支
援
の
抜
本

的
拡
充
を
求
め
る
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
原
発

ゼ
ロ
と
共
に
、
医
療
を
は

じ
め
と
し
た
社
会
保
障
の

改
善
を
訴
え
て
い
く
。

復
興
予
算
流
用

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興

予
算
の
使
途
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
被
災
者
の

生
活
再
建
が
見
通
せ
な
い

な
か
で
、
東
北
以
外
の
公

共
事
業
や
自
衛
隊
の
諜
報

活
動
費
、
原
子
力
研
究
の

補
助
な
ど
へ
の
流
用
が
次

々
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

増
税
で
捻
出
し
た
復
興

予
算
が
被
災
地
と
は
無
縁

の
事
業
に
使
わ
れ
て
い

　

被
災
地
を
置
き
去
り
に

し
て
復
興
予
算
を
財
界
・

ゼ
ネ
コ
ン
の
も
う
け
の
た

め
に
使
う
こ
と
は
、
支
援

を
待
つ
被
災
者
や
増
税
を

受
け
入
れ
た
国
民
に
対
す

る
背
信
行
為
に
他
な
ら
な

い
。
予
算
流
用
は
、「
社

が
「
国
内
立
地
推
進
事
業

費
補
助
金
」
だ
。
そ
の
８

割
の
２
３
５
６
億
円
が
大

企
業
に
交
付
さ
れ
た
が
、

多
く
が
被
災
地
と
は
無
関

係
の
事
業
だ
っ
た
。
予
算

を
“
食
い
物
”
に
す
る
一

方
で
、
被
災
者
に
対
す
る

そ
の
逆
も
ま
た
し
か
り
で

あ
る
」「
日
本
全
体
の
復

興
と
創
生
の
道
筋
を
示
す

必
要
が
あ
る
」
な
ど
と
す

る
提
言
や
ア
ピ
ー
ル
を
相

次
い
で
発
表
。
規
制
緩
和

と
共
に
、
復
興
予
算
を
幅

広
い
事
業
に
振
り
向
け
る

る
。
根
底
に
は
、
民
自
公

３
党
と
日
本
経
団
連
の
思

惑
が
あ
る
。
昨
年
６
月
に

民
自
公
な
ど
の
賛
成
で
成

立
し
た
「
復
興
基
本
法
」。

基
本
理
念
で
「
災
害
復
旧

に
と
ど
ま
ら
な
い
活
力
あ

る
日
本
の
再
生
を
図
る
」

会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

で
消
費
増
税
分
を
社
会
保

障
に
充
て
る
の
で
は
な

く
、「
成
長
戦
略
」
を
名

目
に
公
共
事
業
に
投
入
す

る
手
口
と
同
じ
だ
。

　

今
も
東
北
３
県
を
中
心

国
の
医
療
費
免
除
措
置
は

９
月
末
で
大
幅
に
縮
小
。

東
北
沿
岸
部
の
少
な
く
な

い
地
域
で
は
、「
予
算
オ

ー
バ
ー
」
で
補
助
が
受
け

ら
れ
ず
、
商
店
街
や
病
院

を
再
建
で
き
ず
に
い
る
。

よ
う
迫
っ
た
。

　

復
興
増
税
は
、
10
～
25

年
間
に
わ
た
っ
て
個
人
住

民
税
と
所
得
税
に
上
乗
せ

さ
れ
る
。
復
興
に
要
す
る

費
用
は
５
年
間
で
19
兆

円
。
流
用
を
象
徴
す
る
の

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

　

未
曽
有
の
大
災
害
を
一

大
商
機
と
に
ら
ん
だ
経
団

連
は
、
同
法
成
立
の
前
後

で
「
被
災
地
域
の
活
力
な

く
し
て
、
日
本
経
済
の
再

活
性
化
は
あ
り
得
な
い
。

と
位
置
付

け
、
復
興
予

算
を
全
国
で

“
活
用
”す
る

民
自
公
と
財
界
の
背
信
行
為
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